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フェレドキシン (以下Fd)は分子量 6,000- 14,000の低分子蛋白質で, 当 量

(2- 8) のFpと遊離性 Sとを含んでいる｡酸化還元電位は-300--500rnV と

低 く,生物種に広 く分布するか,光合成系,窒素や水素の代謝系,炭酸代謝系に関与す

るもの rC.p∂stpuriar.unl型と葉緑体型),炭素化合物の水酸化 (プチダレドキシン

(以下Pd)やア ドレノ ドキシン (以下Ad))に関与するものなどかある｡

亡.pastpuriarlurnFdの一次構造か決定されたとき,その重複構造が注目され,こ
2-4)

の蛋白質か進化する初期 において.遺伝子の重複か起 ったという考えを引き出した ｡

したかってFdの先祖型の構造は29残基のア ミノ酸からなるペプチ ド鎖で,4残基の

システインを含み,おそらく4Feと4Sをヰ､つていて能率の悪い電子伝達体 であった

ろうと思われる.それかやがて重複することで 1分子中に 8Fp' 8S をもち2つの発

色団構成か可能 とな り, しかもシス≠ィンのFeに対する配位の仕方 も-,生理活性を最

大に出しうるような形 とな ったと考えられる｡

光合成細菌 Chromatium の Fdはやや分子は大きく,種特異性 を反映 しつつも構造

的には神同性を示 し,進化の尺度の上で他の細菌 Fdと比べてかな り遠い関係にあると

いえる｡硫酸還元菌 D｡gigasのFd も相同ではあるか上記 2種 とはかなり別の進化の
5)

経路をたど-たと想像 される｡

葉緑体系 Fd(2Fe,2S)と細菌型 Fdとの構造は部分的に非常に類似 であり,ま

た葉緑体によるNADPの光還元系では共通の反応性 を示すことなどから,これらは共
6)

通の先祖 Fdをも-ていたと示唆されている｡ 両分子の全構造の比較から細かい分子
4,5)

進化の仮説か組立てられ,今日の葉緑体型.細菌型 Fd-の進化の道か考察された｡

その他にAdや Pd (いずれ も2Fe,2S)か葉緑体型 Fdと相同であるとする説 も
7,8)

ある｡ Adと Pdは互によく似ているらしいことは間違いないか, 機能上の相異を

考えるとき葉緑体型 との閑係は検討の余地かある｡

一方嫌気性細菌の Rd(i-2Fp,S欠如) の生理活性は明らかでなく,かつ分子自
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体にもFdのような重複構造は明確 ではない. しかし,_P･oleovprans Rd は脂肪酸

酸化に必須の電子伝達体 であると同時に,前者の約 や倍にも当る分子のN, C 両末端
9)

構造が,前者の I?d分子 と類似であり,ここに重複構造のあることかわか っている｡

電子伝達 と同時に多様 の機能をもつに至 った分子か余分のペプチ ド部分をもっているこ

とは当然 であるか,原始 Rdの遺伝情報が保持されたまま新 しい情報を卓､つに至 -たこ

とは興味のあるところである｡

なお Fdと Rdとが相同蛋白質であり.進化途上での静連を示唆している報告もある.

今後広範囲の Fd類の構造の研究によって微生物,植物,動物における進化の考察か

進められることか期待され る｡
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